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ACS：研究とデータインテグリティを推進

高い基準 – 科学への信頼を確立する

✓ 厳格な査読プロセスが不可欠

✓ ACS編集者は現役の研究者

明確な方針を定め遵守する

✓ ACS倫理ガイドライン

✓ 出版倫理委員会（COPE）

✓ 各ジャーナルは自コミュニティに適合した方針を採用

倫理支援のための専用リソース

✓ ACSスタッフ、編集者、ベンダーによるサポート

特定・評価・指導を支援する技術

✓ リサーチインテグリティを支援するツールの模索



ACS出版倫理室（PIO/Publishing Integrity Office）

出版倫理

✓出版前および出版後の科学的・倫理的懸念事
項

✓ACS倫理ガイドライン

✓出版倫理委員会（COPE）

✓編集長向け倫理研修コース

✓報告された問題の公平な評価のためのオンブ
ズパーソン

研究データインテグリティ

✓ACS 研究データ方針

✓FAIRデータ原則の推進

✓サブ分野の標準化とガイドライン

✓特定ジャーナルのデータ検証

✓データおよび画像のインテグリティ調査
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研究の信頼性、再現性、倫理性を確保することで、信頼できる科学を推進



ACS研究データポリシーおよびデータガイドラインのページ
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ACS研究データレベルの概要

レベル1：すべてのACSジャーナルはデータ共有を推奨

レベル2: 『Organic Letters』および『Journal of Organic 
Chemistry』におけるData Availability Statement

レベル3：一部のジャーナルでは特定のデータ形式（例：
CIFデータ）の公開共有を要求
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データ利用可能性に関する声明

PDF表示の特徴:

• 一貫した記述と配置

• CCDCアクセスコードは分離されたまま

HTML表示の特徴:

• 新しいヘッダー: Data Availability

• DAS（Data Availability Statement）は「ジャンプ先」セクション 

- SIヘッダーの上に配置

• リポジトリはハイパーリンク化

✓ 出版には必須だが、初回提出時には必須ではない
✓ ACS研究データポリシーのレベル2を満たす

Data Availability Statementパイロット版
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NMRパッケージャーが生データとメタデータを連携

ACSデータパッケージングツールは自社開発

✘ ユーザーフレンドリーではなかった：
• 時間がかかりすぎる
• ファイル数が多すぎる

          

FAIRデータパイロット
Organic LettersおよびThe Journal of Organic Chemistry
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FAIRデータを含むACS出版物の例

❑ 論文記事に掲載



ChemRxivの概要

• ChemRxiv は以下の組織が共同で所有・運営しています：

✓ ChemRxivは、化学および関連分野における未発表のプレプリントを無料で投稿・配布・保存できるサー
ビス

✓ 100ヶ国以上の著者から投稿された35,000件以上のプレプリント

✓ 9,200万回以上の閲覧・ダウンロード



ChemRxiv上のデータ

• ChemRxivでは、著者が補足資料として任意のデータファイルをアップロードしたり、外部リソースへの
リンクを掲載したりできます。

• ChemRxiv上の全コンテンツは投稿・閲覧が無料です。プレプリントにはDOIとクリエイティブ・コモン
ズ・ライセンスが付与され、再利用が可能です。

• ChemRxivはFAIRデータ原則をサポートしていますが、現時点では生データの包含やフォーマットに関
する厳格なポリシーは存在しません。



ACS Chemistry Databank (CDB)

►開始時期：2025年1月

►目的：

► ニッチなリポジトリには適さない化学データの拠点

►プラットフォーム：

► Dryadを基盤とした独自構築

► 著者の費用負担なし

► データごとに個別のDOIを付与

►パイロットジャーナル: Organic Letters

► 本ジャーナルの原稿投稿プロセスを通じて
のみ利用可能

► 小規模から開始しワークフローを洗練

►著者は原稿提出前にデータを登録

► データ共有は任意ですが、Data Availability

Statementは必須

► 著者は代替リポジトリまたはCDBを選択可
能
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CDBは公正なデータ（FAIR）を確保します
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• README（使用上の注意／ドキュメント）は他者がデータを利用できるようにする

► 再利用性と相互運用性にとって重要：明確なドキュメントは他者がデータを正しく解釈・利用する
助けとなります。

• 特定の分析手法にはオープンソースファイル形式を推奨

► 相互運用性とアクセシビリティの向上：オープンフォーマットは利用障壁を低減し、プラットフ
ォーム間の互換性を確保します。

• データファイルは容易に入手可能なソフトウェアで開くことができる（暗号化や破損なし）

► アクセシビリティを直接支援：ユーザーは、専有ツールや制限のあるツールを使用せずにデータに
アクセスし、作業できます。

• データには個人を特定できる情報や機密情報が含まれていない

► アクセシビリティと再利用性を保証：法的・倫理的制約なくデータを自由に共有可能。



ACS 倫理的行動とデータ完全性の促進

出版倫理：

✓ 倫理事例への支援拡充（PIO）

✓ AI利用に関する方針ページを公開

✓ 有料執筆者問題への対応として著作者変更プロセ
スを改訂

✓ 編集長および副編集長向け出版倫理新研修コース

データ完全性：

✓   データ関連事例への支援拡充（PIO）

✓   ACS研究データポリシーを開始

✓   特定ジャーナル群におけるData Availability

Statement（DAS）の義務化

✓ ChemRxiv支援のための共同取り組み

✓ Chemistry Data Bankの立ち上げ
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Questions
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